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令和５年11月 下田市教育委員会定例会 会議録 

 

　令和５年11月 28 日(火)13 時 30 分、下田市教育委員会定例会を下田市立中央公民館大会議室に招集した。 

 

出席委員は次のとおりである。 

山田　貞己　　教育長 

田中とし子　　委 員 

西堀　政幸　　委 員 

宮内　慎也　　委 員 

西川　紀栄　　委　員 

 

委員以外に出席した者は次のとおりである。 

佐々木　雅昭　　学校教育課長 

平川　博巳　　　生涯学習課長 

土屋　大祐　  　学校教育課参事 

朝比奈　誠　　　生涯学習課　課長補佐兼図書係長  

中堀　啓司　　　生涯学習課　社会教育係長 

牧田　浩一　　　学校教育課　主事 

 

本会議録調製者は次のとおりである。 

牧田　浩一　　学校教育課　主事 

 

１　開会 

13時 30分　教育長開会を宣す。 

 

２　会議録署名人選出 

会議録署名人に　西堀　政幸　委員を選出。 

 

３　10月定例会会議録承認 

事務局より報告、承認。 

 

４　教育長報告事項 

　　11月事業報告及び 12月事業計画について、学校教育課、生涯学習課長から資料に基づき説明。 
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 教育長 性的発言訴えた生徒に訴訟　県教委、高校教諭を停職 

・県西部の高校教諭(56 歳)が授業で男性器の俗称を繰り返し発言し、複数の女子生徒

が授業に出られなくなりました。訴えた生徒に調停を申し立て威嚇する、校長の机を

拳でたたき脅すなど、前例がないほどの行為であると県教委は述べています。 

 

北方領土マラソン廃止　代替に小学生ウォーク 

・5.1 キロのおなじみコースでの実施が、運営スタッフ等の諸事情から困難となりま

した。市役所の移転が大きな理由でしたが、新聞ではこのように（下田中学校が対応

できない）掲載されてしまいました。下田中学校としては、距離を短くする案を提示

しましたが、最終的には市役所としても対応できないということで、マラソンという

形を変え、記念日のイベントとして小学校に協力を依頼するものです。 

 

下田城歴史わかりやすく　保存推進する会が小冊子発行 

・沢村会長、野田元教育長、芳野さんが発行しました。「北条水軍の拠点・下田城」2008

年に発足したこの会の15周年を記念して、これまでの活動や調査、記録などを元に作

成されました。110 冊を市内各小中学校、市立図書館、教育委員会に寄贈していただ

きました。 

 

子ども　華麗に成果披露　運動・文化・芸術 11団体　下田で「シー＆レインボー」 

・まどが浜海遊公園で快晴の元、開催されました。スポーツ、文化活動に取り組む子

どもたちの応援イベントです。各団体が、ステージ発表や体験会、団体紹介などを繰

り広げ、多くの市民が集まりました。 

 

日ロ交流の歴史に光を　石井元市長と杉坂さん 

・日ロの交流に関する資料を下田中学校、図書館、市教委に寄贈していただきました。

各新聞社の交流記事や行事のプログラムなど200 点ほどの資料をまとめたアルバム形

式の大作です。個人的にかなりの新聞記事や資料を保管し、今回の資料作成に至った

ものですので、見応えがあります。 

 

学力調査ＰＣ解答導入　中学理科、25年度から 

・小学６年と中学３年の全員対象で行う学調の理科で、紙媒体のテストを廃止し、パ

ソコン端末を使った新方式を導入するものです。文科省が27日に発表しました。新方

式では動画や音声を使ったテストとなる見通しです。他教科は 17日に一斉に実施し

ます。理科は、アクセスの集中を防ぐため、4日間に分散して実施します。問題は異

なるものを用意するとのことです。 

 

柿の実もぎ取る 

・朝日小児童全校80人が、学校近くの楠山市議会議員の畑で、柿の収穫体験を行いま

した。 

 



- 3 - 

 日展彫刻部門２度目の特選　松崎の高橋さん 

・松崎在住の高橋忠さんは、松崎小学校長高橋智子先生の実父です。統合下田中学校

のロータリーや体育館横にある数体の彫像を修復してくださった方です。第 10 回日

本美術展覧会(いわゆる日展)彫刻部門で2020年以来２度目の特選でした。 

 

有効者ら８人・２団体表彰　技能功労２人　功績たたえる 

・2023年度下田市表彰式・技能功労者表彰式です。多くの方が表彰されましたが、人

権擁護委員として 12 年務められた白浜の佐々木一宏さんが表彰されました。元中学

校教員で、元佐々木教育長の実兄です。 

 

「伊豆の踊子」舞台を巡る　朗読、講義で魅力に迫る 

・県の「東アジア文化都市2023」の連携事業です。下田図書館主宰の「体験型ブック

「伊豆の踊子」」を実施しました。読み聞かせボランティアの「鮎の詩」の白井さんの

朗読も行われました。原田正己先生の講義で市民18人が参加し、大変興味深い話で盛

り上がりました。 

 

熱海　伊豆総合１学級減　公立高校の募集定員発表 

・県立高校の募集定員です。前年度比２３学級減。定時制は１学級減となりました。 

 

３世代笑い声響く　４年ぶり稲梓地区運動会 

・子どもから高齢者まで 160 人が参加しました。「稲梓の教育と文化をすすめる会」

(教文会)が主催し、久しぶりの開催で盛り上がった様子です。 

 

６市町代表が力走　南伊豆で初合同練習 

・青野川ふるさと運動公園で約 60人参加で実施されました。12月 2日の県市町駅伝

に向けた合同練習で、刺激のある良い機会を得たと聞いています。 

 

１団体１人に内閣府特命大臣表彰　市長へ報告 

・下田市交通指導員協議会が毎朝、児童生徒見守りを実施しています。会員12人、う

ち９人が市長訪問しました。写真中央が西堀委員です。また、稲生沢子ども園長の村

山保先生が教育委員会で伝達後、市長を訪問し、報告しました。改めて、おめでとう

ございます。 

 

下田城の歴史を解説 

・先ほどの関連記事で、教育委員会に寄贈にお見えになったときの記事です。 

 

「校内の居場所」を拡充 

・文科省の不登校対策の一環です。小中に6000 校に新設ということですが。空き教室

を「校内教育支援センター」として 6000 校に新設するものです。29億円の補正予算

計上とのことです。 
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夜の街角でイノシシに遭遇する光景を想像して欲しい・・・・。 

・イノシシバスターズの話題です。手製の電気モリを使うということです。 

 

下田中生が統合成果 

・14日の移動知事室で下田中学校を訪問した様子です。「あいさつが良く、素晴らし

い学校運営ができていて安心した。下田の素晴らしい風土が作るみんなの優しい心の

おかげ」とお褒めの言葉をいただきました。菊もちょうど校内に飾られ、良い環境も

作られていました。 

 

英語スピーチコンテスト　アイラさん(１年)県優勝 

・下田高生２連覇となりました。東海北陸大会に出場します。 

 

下田中２年　地図アプリで京都散策 

・140 人の２年生が2月の修学旅行に向け、疑似体験を通じて事前学習を行いました。

アプリを使って、アプリ制作会社の女性社員とオンラインで神社や寺、おすすめ和菓

子など聞きました。 

 

特養で食中毒２人死亡 

・O157検出という記事です。西伊豆町の施設の給食で発生したとのことです。対岸の

火事ではありません。 

 

盗撮、窃盗の教諭免職　県教委の処分 

・女児を盗撮した男性教諭(25歳)、教室にスマートフォンをセットし、水泳授業が終

わった着替え中の女子児童を好奇心から盗撮したとのことです。児童がスマホに気づ

きました。窃盗容疑で逮捕の男性教諭(32)を免職としました。明け方、静岡駅北口ロ

ータリーで寝ていた男性のカバンから財布とカードケースを盗んだとのことです。借

金の返済に充てたようです。交通死亡事故を起こした女性教諭(50)を、減給６月とし

ました。免許取消しの行政処分と、50万円の罰金刑事処分を受けました。 

 

小学生から一般　130 人が熱戦 

・賀茂卓球連盟会長杯大会が下田中学校部道場にて開催されました。 

 

下田敷根ＪＣ勢が活躍　伊豆地区陸上競技大会 

・下田市内の小学生が活躍しました。 

 

力いっぱい杵ふる　大賀茂小　収穫米で餅つき 

・伝統行事の稲作で収穫したうるち米と餅米90キロの収穫祭が行われました。 

 田中委員 　下田文学シンポジウムですが、平野さんの話はもちろんのこと、元先生の方々のお
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 話がわかりやすく、地域に根ざした話で大変良かったです。あの先生にもう一度講演

をお願いしたいです。勉強になりました。

 教育長 同じご意見を個人的に３件ほどいただきました。ご本人たちも手応えがあったよう

で、いろいろな方々から良かったと言われたようです。 

 田中委員 　この事業は県の教育事業の一環として今回は下田市が行ったということですか。持

ち回りでそれぞれの地域で行うのでしょうか。 

 生涯学習課長 　今年、静岡県が国の認定を受け市町にも補助があったため、下田市が手を挙げて希

望したところ実現されました。 

 教育長 　伊豆市も伊豆文学祭をやっていて、下田市もやってはどうかという雰囲気が前々か

らありました。そういった経緯もあります。 

 宮内委員 　西伊豆町の O157 原因で死亡２名とあります。本人が嘔吐下痢した場合はもちろん

欠席ですが、親が嘔吐下痢で子どもは無事という場合は学校に行ってもいいのでしょ

うか。

 学校教育課参事 　病院から指示が出ればそれに従いますが、本人の感染でなければ欠席させる強制力

は学校にありません。 

 教育長 　家族が感染した場合、保護者から出席させても良いか相談されることがあります。

学校は「大丈夫ですから出席させてください」とは言えません。感染の疑いがあるな

らば欠席しましょうかという話になることはあります。 

 宮内委員 　会社では妻がウイルス性胃腸炎の場合、夫は出社してはいけないという規定があり

ました。 

 学校教育課参事 　学校は子どもが教育を受ける権利があるということと、感染症対応の境目の判断が

難しいところがあります。コロナがあって感染症への意識は高まってきています。学

校は保健の先生がいて感染症対策セットがあって、もし嘔吐した場合ビニール手袋と

バケツを持っていき直接触らず対処可能になっています。あとは保護者とのやり取り

の中で最適な対応を選んでいきます。 

 宮内委員 　対応を聞いて安心しました。 

 教育長 　西堀さん、表彰おめでとうございます。 

 西堀委員 　久しぶりに東京に行きました。若い方はスマホで改札口を通りますが、自分は切符

なので通るのにも苦労し、人混みにも疲れてしまいました。 
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５　議事 

 

（１）議第 41号　市議会の議決を経るべき議案の原案の決定について（令和５年度下田市一般会計補正

予算（第５号）教育委員会） 

 教育長 議第 41号「市議会の議決を経るべき議案の原案の決定について」令和５年度下

田市一般会計補正予算（第５号）教育委員会を議題とします。事務局の説明をお

願いします。 

 学校教育課長 資料の５ページをお願いします。議第 41号「市議会の議決を経るべき議案の原

案の決定について」地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29条の規定によ

り、令和５年度下田市一般会計補正予算（第５号）教育委員会を、別紙７ページか

ら 21ページのとおり定めることについて、教育委員会の意見を求めるものでござ

います。 

提案理由でございますが、令和５年度下田市一般会計補正予算（第５号）のうち、

教育委員会所管部分に関する意見を求めるものでございます。 

８ページ、９ページをお開きください。教育委員会所管の補正予算の内容につい

て説明させていただきます。まず債務負担行為の補正でございます。 

債務負担行為の補正は３件で、１件目は８ページの追加で、下田認定こども園通

園バス運行管理業務委託料で、期間は令和５年度から令和８年度まで、限度額につ

いては事業予定額 3,600 万円の範囲内で下田認定こども園通園バスの運行管理業

務を委託する旨の契約を令和５年度において締結し、令和６年度以降において支払

うとするもの。現在の運行管理業務が令和６年３月末をもって満了となるため、令

和６年４月以降の運行管理業務について令和５年度中の契約締結を予定するもの

でございます。 

２件目は浄化槽保守点検等業務委託料、期間は令和５年度から令和６年度まで、

限度額については、事業予定額 900 万円の範囲内で浄化槽保守点検業務を委託する

旨の契約を令和５年度において締結し、令和６年度において支払うとするもので、

令和６年度の市有施設の浄化槽保守点検業務を実施するにあたり、今年度中に契約

を締結するものでございます。 

３件目は９ページの変更で、事項は子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料、

期間は令和５年度から令和６年度で変更はありません。限度額について、事業予定

額には変更はありませんが、令和５年度予算に 280 万円を計上していたところです

が、計画策定のスケジュールに変更が生じたため、令和５年度予算計上額 280 万円

を全額減額し、下段の補正後においては、事業予定額 680万円の範囲内で子ども・

子育て支援事業計画策定業務を委託する旨の契約を令和５年度において締結し、令

和６年度において支払うとするものでございます。 

なお債務負担行為での支出額の見込や支出予定額等についての状況については、

20ページ、21ページの調書のとおりとなっておりますので後ほどご覧いただきた

いと思います。 

また、この調書の補正前の表には教育委員会所管以外のものも一部誤って記載し
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 ておりますのでご了承願います。 

10 ページ、11ページをお願いします。次に歳入予算でございます。12款２項１

目２節の児童福祉費負担金 32万 3,000 円の増額は、民間保育所利用者負担金とし

て、民間保育所利用者の見込増による増額です。 

14款１項１目４節児童福祉費負担金2,216万 3,000円の増額及び15款１項１目

３節児童福祉費負担金 856万 6,000 円の増額は、いずれも子どものための教育・保

育給付費負担金の増額で、民間保育所、地域型保育事業における基準額の改定及び

入所児童数の見込増による増額です。 

15 款２項２目３節の児童福祉費補助金 141 万 7,000 円の増額のうち学校教育課

所管分としては、多様な保育推進事業で 36万 3,000 円の増額は補助対象である１

歳児・２歳児の見込増による増額となっております。 

子ども子育て支援給付費補助金は 11万 2,000 円の減額で、幼稚園利用者の見込

減による減額となっております。 

 生涯学習課長 20款５項４目20節　雑入4,200千円の減額は自治総合センターコミュニティ助

成金として、市町村振興協会の令和５年度コミュニティ助成事業による地域づくり

助成金を、移動図書館車の購入に伴い６月市議会において増額補正いたしました

が、入札不調に伴い、歳出予算と合わせて減額させていただくものです。 

 学校教育課長 次に 12ページ、13ページをお開きください。ここからは歳出補正となります。 

まずは民生費で、３款３項３目の保育所費は337万 1,000 円の増額で、人事院勧

告に伴う人件費の増額と 10節需用費、賄材料費 77万 2,000 円の増額は、低年齢児

のアレルギー対象児の途中入所等や物価高騰分が当初見込より多かったための増

額。13節委託料９万 5,000 円の増額は、旧下田幼稚園から下田保育所へ倉庫を移

設するための委託料。同４節民間保育所費は 4,495 万 5,000 円の増額で 18節負担

金補助及び交付金は29万 7,000 円の増額で、民間保育所給食費補助金17万 1,000

円の増額は、入所児童数の見込増及び算定替えによるもの、多様な保育推進事業補

助金 12万 6,000 円の増額は、補助対象である１･２歳児の入所児童数の見込増によ

る増額。19 節扶助費、保育所運営費 4,429 万 8,000 円の増額は、基準額の改定及

び入所児童数の見込増によるものです。同５節認定こども園費は597万 3,000 円の

増額で、人事院勧告に伴う人件費の増額と、10節需用費 89万円の増額のうち光熱

水費 38万 4,000 円の増額は、特に電気料に不足を生じる恐れがあることから増額

補正するもの。賄材料費 50万 6,000 円の増額は、物価高騰分が当初見込を上回る

見込のための増額。同６節放課後児童対策費158万 5,000 円の増額と、同８節子育

て支援施設管理運営費 18万円の増額は会計年度任用職員の人件費増額分。同９節

子育て支援費は 262 万円の減額で、1748 ファミリーサポートセンター事業 18万円

の増額は、会計年度任用職員の人件費増額分。1749 子ども・子育て支援事業の 280

万円の減額は、先ほど債務負担補正で説明いたしました子ども・子育て支援事業計

画策定のスケジュールに変更が生じたため、今年度予算計上額を全額減額するも

の。 
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 次に 14ページ、15ページをお願いします。ここからは教育費になります。 

９款１項２目の事務局費は 255 万 4,000 円の増額で、6010 教育委員会事務局総

務事務 255 万 4,000 円のうち 126 万 1,000 円の増額は人事院勧告に伴う事務局職

員や会計年度任用職員の人件費の増額。小中学校児童生徒対外派遣費補助金129 万

3,000 円の増額は、出場大会の増加と今後の出場大会の増加分を見込み増額するも

の。同４目の学校教育指導費６万 5,000 円の増額は、6030 児童・生徒適応指導事

業で会計年度任用職員の人件費増額分。同５目の教育振興基金費 82万 1,000 円の

増額と同６目の奨学振興基金費 22万 5,000 円の増額は、いずれも本年 10月までに

受け入れたふるさと応援寄附の実績に基づく積立金の増額。次に９款２項１目の小

学校管理費は 98 万 5,000 円の増額で 6050 小学校管理費で職員人件費の増額と消

耗品費 16万 1,000 円の増額は、勤務時間を集計するための事務の効率化のため、

各学校に出退勤管理のためのソフトやカードリーダーを購入するもの。 

同２目の教育振興費35万 8,000 円の増額は 6090 小学校教育振興事業で、会計年

度任用職員の人件費の増額分と印刷製本費 15万 1,000 円の増額は、稲梓小学校及

び稲生沢小学校において創立 150 周年記念誌を作成するための経費を計上するも

の。 

16ページ、17ページをお願いします。９款３項１目の中学校管理費は59万5,000

円の増額で、6150 中学校管理事業 59 万 5,000 円のうち 22 万 2,000 円は職員人件

費の増額分。消耗品費２万 3,000 円の増額は小学校管理費同様出退勤管理のための

ソフトやカードリーダーの購入費。修繕料 30万円の増額は、下田中学校電話回線

修繕のため、光回線の収容機を修繕するもの。回線使用料５万円の増額は、電話機

修繕に伴う回線使用料の増額分を見込むもの。同２目の教育振興費は409万 6,000

円の増額は、6190 中学校教育振興事業 47万 1,000 円の増額は、会計年度任用職員

の人件費増額分。6191 生徒援護事業 362 万 5,000 円の増額は、東海バスの料金改

定に伴い生徒通学費補助金を増額するものでございます。 

 生涯学習課長 ９款４項１目 社会教育総務費 6350 社会教育総務事務725千円の増額は、人件費

の増額に加えて８節旅費 68千円の増額は、市民文化会館照明設備改修工事に伴う、

調光盤等の工場検査を実施するため、検査監及び担当技師の出張旅費となるもので

す。 

芸術文化振興事業の増額は人件費となるものです。次に９款４項５目公民館費 

6550 公民館管理運営事業 400 千円の増額は、17節備品購入費としてポータブルワ

イヤレスアンプ機器を購入するものです。続きまして９款４項６目図書館費 6600

図書館管理運営事業は、4,652 千円の減額をお願いするものです。 

先ほど、歳入で説明させていただきました、コミュニティ助成事業による地域づ

くり助成金を活用し、移動図書館車の購入を予定しておりましたが、入札不調に伴

い減額補正するものです。従いまして11節役務費車両購入に伴う車両関係手数料

230 千円、自動車のリサイクル手数料 ７千円、保険料として、自賠責保険料12千

円、17節備品購入費車両の購入費として、5,036 千円、26節公課費自動車重量税

７千円、合わせて5,292 千円の減額となるものです。令和６年度に再度、コミュニ
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 ティ助成金は申請する予定でおります。 

めくっていただき 18・19 ページ、市史編さん事業の増額は人件費となるもので

す。９款５項１目保健体育費 6701 社会体育活動推進事業 1,711 千円の減額は、12

節委託料、ムーア・アロハ財団交流事業委託 1,918 千円の減額は、当該事業の実施

はできないと判断いたしました。７月11日の全員協議会でも報告させていただき

ましたように、ムーア・アロハ財団交流事業への参加が、極めて難しい状況である

ため、別ルートでの参加を模索しておりましたが、参加できないと判断いたしまし

た。 

また、東京オリンピック・パラリンピックのホストタウン交流事業の一環として

予定していた事業のため、児童・生徒を対象とした代替事業として、東京オリンピ

ック・パラリンピック下田市推進協議会でのご意見も踏まえて、サーフタウン構想

の策定や、プロサーファー、コナー・オレアリー選手の来日に合わせて、下田中学

校のサーフィン部との交流事業、下田チャレンジカップ第１回中学・高校サーフィ

ン大会などを開催いたしました。 

日本代表のコーチでもある、下田出身のプロサーファー、大野選手を中心に、ム

ーア・アロハ財団が掲げている「アロハスピリット」とは、ジャパンスピリットで

もあり、下田から世界に飛び出していけるような、サーフィンを核とした教育プロ

グラム的な「しくみ」を作っていきたいと提案され、それらを、サーフタウン構想

にも取り入れながら、策定を進めてまいります。 

　また、子どもたちのスポーツ交流事業などについては、財源の確保も念頭にお

きながら、引き続き検討して参ります。次に 13節使用料及び賃借料７千円の増額

は、通行料の不足に伴い、増額をお願いするものです。19節負担金補助及び交付金　

200 千円の増額は、下田河津間駅伝競走大会実行委員会補助金として、バス代の高

騰に伴い、増額をお願いするものです。 

 　最後に９款６項１目の学校給食費は128 万 2,000 円の増額で、会計年度任用職員

の人件費の増額分と修繕料 110万円の増額は、保守点検により指摘のあった空調機

ファンやコンテナプール空調等の修繕を予定するものでございます。 
以上大変雑駁な説明でしたが、議第 41号「市議会の議決を経るべき議案の原案

の決定について」令和５年度下田市一般会計補正予算（第５号）教育委員会の説明

を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 教育長 　事務局の説明に対し、質疑、意見等あればお願いします。 

 全委員 　特になし。 

 教育長 異議なしということで議第 41 号「市議会の議決を経るべき議案の原案の決定に

ついて」令和５年度下田市一般会計補正予算（第５号）教育委員会については原案

のとおり承認することに決定しました。 
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６　協議報告事項 

 

７　その他 

　　 

教育委員会 12月定例会を12月 25日(月)13 時 30 分から開催。会場は下田市立中央公民館大会議室。 

 

８　閉会 

11月定例会　11月 28 日(火)13時 30 分開会。 

教育長　14時 40分に閉会を宣す。 

 

会議録署名人 

 教育長 事務局から、協議報告事項があればお願いします。 

 事務局 特になし 

 教育長 特にないようですので協議報告事項を終了します。 


